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どうぞ召し上がれ！
香住幼稚園もちつき大会

　香住幼稚園（宮口和恵園長、56 人）の園

児たちが昨年 12 月 3 日、もちつき大会を

行いました。

　合計 6うすをつき、あんこの入ったもち

やきなこもちなどを上手に作りました。

まちのうごき

（別冊 けいじばん、いきいきカレンダー）

まちからのおしらせ

まちのできごと

ふるさとの誇りを訪ねて

今月の主な内容（Contents）

町長年頭のごあいさつ

策定中の 2計画のパブリックコメントを募集

平成 27 年度 放課後児童クラブ入所児童を募集

役場各課などからのお知らせ　　ほか
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賀
謹

新
年

〜 

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ 

〜

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
く

希
望
に
満
ち
た
平
成
27
年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
但
馬
の
魅
力

を
再
発
見
す
る
「
夢
但
馬
２
０
１
４
」
の
関
連
事

業
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
認
定
に
至
る
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
、
初
開
催
と
な
っ
た
香
住
ジ
オ
パ
ー

ク
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
、
地
域
の
皆
様
が
責
任
と

誇
り
を
持
っ
て
地
域
を
活
性
化
し
て
い
く
姿
が
力

強
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
社
会
保
障
費
を
確
保
す
る
た
め
の
消
費

税
率
の
変
更
、
民
間
有
識
者
に
よ
る
日
本
創
生
会

議
が
消
滅
の
可
能
性
の
あ
る
市
町
村
を
公
表
す
る

な
ど
、
少
子
高
齢
化
対
策
を
含
む
今
後
の
日
本
の

在
り
方
、
そ
し
て
本
町
を
含
む
地
方
部
の
今
後
に

大
き
な
一
石
を
投
じ
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

新
た
に
迎
え
ま
し
た
平
成
27
年
は
、
本
町
誕
生

か
ら
10
周
年
と
な
り
ま
す
。
３
町
合
併
で
多
く
の

皆
様
に
ご
不
便
を
お
掛
け
し
た
こ
と
、
財
政
面
で

ご
無
理
を
申
し
上
げ
た
こ
と
、
そ
う
し
た
苦
難
も

あ
り
ま
し
た
が
、
記
念
事
業
は
、
皆
様
と
と
も
に

築
い
て
き
た
香
美
町
の
節
目
を
皆
様
と
と
も
に
お

祝
い
し
、
飛
躍
へ
の
思
い
を
新
た
に
す
る
場
と
な

る
よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
年
の
大
き
な
取
り
組
み
の
一
つ
が
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
第
２
次
香
美
町
総
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合
計
画
」
の
策
定
で
す
。
計
画
初
年
度
を
平
成
28

年
度
と
し
、
昨
年
は
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得

て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
皆
様
と
と
も
に
策
定
作
業
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
が
、
社
会
情
勢
が
大
き
く
様
変
わ
り
す

る
中
で
「
持
続
的
な
発
展
に
は
何
が
必
要
な
の

か
」
そ
し
て
「
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
夢
を

持
て
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
は
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
か
」
と
い
っ
た
こ
と
を
し
っ
か
り
と
見
据
え

て
、
引
き
続
き
皆
様
と
の
対
話
に
努
め
て
い
く
所

存
で
す
。
皆
様
と
作
り
上
げ
る
計
画
が
今
後
大
き

く
花
開
く
よ
う
、
展
望
と
意
気
込
み
を
も
っ
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

任
期
３
年
目
を
迎
え
、
当
初
の
７
つ
の
重
点
施

策
に
着
実
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
皆
様
と
と
も
に

真
摯
に
課
題
の
解
決
を
図
っ
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、

一
体
感
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
大
切

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
に
は
、
誇
る
べ
き
地
域
資
源
、
誇
る
べ

き
歴
史
・
伝
統
、
誇
る
べ
き
風
土
、
そ
し
て
ふ
る

さ
と
を
誰
よ
り
も
愛
す
る
皆
様
が
お
ら
れ
ま
す
。

私
は
皆
様
の
お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら

を
結
集
し
、次
の
、そ
し
て
そ
の
次
の
世
代
も
「
い

つ
ま
で
も
こ
こ
に
住
み
続
け
た
い
」
と
思
え
る
ま

ち
づ
く
り
に
本
年
も
ま
い
進
す
る
所
存
で
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
に
は
今
後
と
も
町
政
に
対
す
る

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
こ
と
を

切
に
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
本
年
が
皆

様
に
、そ
し
て
香
美
町
に
と
っ
て
大
き
な
「
前
進
」

の
年
に
な
る
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
て
、
年
頭
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

　

昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年
12
月
に
基
本

的
人
権
の
確
保
の
た
め
に
採
択
さ
れ
た

「
世
界
人
権
宣
言
」。
こ
れ
を
記
念
し
て
翌

年
か
ら
始
ま
っ
た
「
人
権
週
間
」
も
昨
年

12
月
で
66
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
で
人
権
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
本
町
で
も

人
権
の
尊
さ
を
再
認
識
し
よ
う
と
、
昨
年

11
月
30
日
に
香
住
区
中
央
公
民
館
で
人
権

講
演
会
（
町
、
町
教
育
委
員
会
、
町
人
権

教
育
研
究
協
議
会
が
共
催
）
を
開
催
。
多

く
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
人
権
に
つ
い
て

の
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

　

講
演
会
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
人
権
啓
発
作

品
表
彰
式
で
は
、
昨
年
募
集
し
た
ポ
ス
タ
ー
、

標
語
、
作
文
の
入
選
作
品
の
代
表
者
に
表
彰

状
を
贈
り
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
第
34
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
兵
庫
県
大
会
但
馬
地
区
予
選
の

入
賞
者
に
対
す
る
表
彰
状
の
伝
達
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
「
人
権
啓
発
作

品
集
」
に
ま
と
め
、
全
世
帯
や
関
係
機
関
な

ど
に
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

人
権
啓
発
作
品
入
選
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

【
標
語
の
部
】

【
作
文
の
部
】

 

第
34
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
兵

庫
県
大
会
但
馬
地
区
予
選
入
賞
者
（
敬
称
略
）

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
】

 
人
権
啓
発
作
品
表
彰
式
・
人
権
講
演
会
を
開
催

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
町
民
課
人
権
推
進
室

▲表彰状を授与される受賞者の皆さん

中
嶋
美み

さ

き咲
（
香
住
小
５
年
）、
中
瀬
仁に

い

な渚

（
奥
佐
津
小
２
年
）、
北
川
楓ふ

う

か華
（
佐
津
小

２
年
）、
友
田
柚ゆ

ず

は葉
（
柴
山
小
６
年
）、
小

谷
美み

さ

き

佐
希（
長
井
小
４
年
）、尾
崎
光み

つ

え恵（
余

部
小
６
年
）、
古
川
環か

ん

な奈
（
村
岡
小
２
年
）、

西
谷
悠ゆ

う

き希（
兎
塚
小
２
年
）、北
村
芽め

い生（
射

添
小
６
年
）、
藤
井
真ま

ゆ由
（
小
代
小
３
年
）、

千ち

あ

し足
南な

な

こ

々
子(

香
住
一
中
３
年
）、
義
本

南な

な

ほ

々
帆（
香
住
二
中
３
年
）、井
端
実み

ゆ優（
村

岡
中
２
年
）、
水
間
美み

か花
（
小
代
中
１
年
）

安
田
凜り

か

こ

香
子
（
香
住
小
６
年
）、
今
西

梨な

ず

な

沙
南
（
柴
山
小
５
年
）、
原
那な

ほ帆
（
長

井
小
１
年
）、
本
城
穂ほ

の

か香
（
小
代
小
４
年
）、

植
田
麻ま

ゆ友
（
香
住
一
中
２
年
）、
炭
本

大は

る

き輝
（
香
住
二
中
２
年
）、浅
田
太た

い

よ

う陽
（
村

岡
中
１
年
）、
藤
本
音ね

い

ろ色
（
小
代
中
３
年
）、

今
西
強

つ
よ
し（
柴
山
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）、今
井
鈴す

ず

よ代（
小

代
区
秋
岡
）

金
賞
▼
原
田
走そ

う

や也
（
香
住
二
中
２
年
）、

銀
賞
▼
藤
原
芽め

い生
（
香
住
一
中
１
年
）、

井
端
実み

ゆ優
（
村
岡
中
２
年
）、
銅
賞
▼
本

城
雪ゆ

き

の乃
（
小
代
中
２
年
）

人
権
啓
発
作
品
表
彰
式

濱
本
七な

な

せ瀬（
香
住
小
１
年
）、後
藤
大だ

い

と翔（
奥

佐
津
小
２
年
）、
安
井
美み

づ

き月
（
佐
津
小
５

年
）、
小
林
優ゆ

づ

き月
（
柴
山
小
６
年
）、
塩し

お

た

に谷

佳か

え愛
（
長
井
小
１
年
）、
北
村
快か

い

と斗
（
余

部
小
４
年
）、
今
岡
功こ

う

き貴
（
村
岡
小
３
年
）、

山
根
一か

ず

ま真
（
兎
塚
小
５
年
）、
北
村
碧か

い

り吏

（
射
添
小
３
年
）、
伍ご

ご々
零れ

い

（
小
代
小
６

年
）、
福
島
匡ま

さ

あ

き顕
（
香
住
一
中
２
年
）、
裏

戸
槙ま

き

こ子
（
香
住
二
中
２
年
）、
休

や
す
み

保ほ

な

み

奈
美

（
村
岡
中
３
年
）、
藤
本
拓た

く

と都
（
小
代
中
１

年
）、
中
村
友と

も

（
香
住
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）、
大
林

由ゆ

み

こ

美
子（
村
岡
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）、田
中
文ふ

み

よ世（
兎

塚
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）、
北
村
あ
つ
子こ

（
香
住
一

中
Ｐ
Ｔ
Ａ
）、
田
門
美み

ゆ

き

由
紀
（
香
住
二
中

Ｐ
Ｔ
Ａ
）、
中
村
悦え

つ

よ代
（
村
岡
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
）、

黒
田
輝て

る

み美
（
村
岡
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
）、
井
上
満

み
つ
る

（
小
代
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
）、
本
城
良ふ

み

あ

き彰
（
小
代
中

Ｐ
Ｔ
Ａ
）、
今
井
鈴す

ず

よ代
（
小
代
区
秋
岡
）

生
き
て
い
る
っ
て
幸
せ

元
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

道ど

う

し志 

真ま

ゆ

み弓 

さ
ん

人
権
講
演
会

　

不
妊
治
療
の
末
、
や
っ
と
授
か
っ
た

娘
を
８
歳
で
亡
く
さ
れ
た
道
志
さ
ん
。

娘
、
弓
華
ち
ゃ
ん
は
世
界
で
30
数
例
の

報
告
し
か
な
い
染
色
体
異
常
と
診
断
さ

れ
、
歩
く
こ
と
も
話
す
こ
と
も
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

生
ま
れ
た
そ
の
日
に
「
最
期
に
娘
さ

ん
を
抱
っ
こ
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
」

と
医
師
に
告
げ
ら
れ
た
道
志
さ
ん
。
そ

れ
で
も
一
日
一
日
延
び
ゆ
く
命
を
慈
し

み
な
が
ら
明
る
く
楽
し
く
歩
ん
だ
８
年

８
ヵ
月
を
、
優
し
い
口
調
で
会
場
に
語

り
か
け
ま
し
た
。

　

講
演
の
終
り
に
は
弓
華
ち
ゃ
ん
と
の

日
々
を
つ
づ
っ
た
映
像
が
流
れ
「
生
ま

れ
て
こ
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
命
な
ん
て

一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
生
ま
れ
て
く
る

命
す
べ
て
に
意
味
が
あ
り
ま
す
」
と
締

め
く
く
る
と
、
会
場
に
は
涙
あ
ふ
れ
る

来
場
者
の
姿
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

▲ 愛娘との思い出を振り返りな
がら、優しい口調で「幸せ」
について語る道志さん
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

放課後児童クラブ
入所児童を募集

平成27年度

●問い合わせ先　町教育委員会こども教育課

▼募集クラブ

　・香住小学校前「スマイルかすみ」

　・柴山地区公民館内「スマイルしばやま（仮称）」

　・長井地区公民館内「スマイルながい（仮称）」

　・村岡小学校内「ふれあいむらおか」

　・兎塚小学校内「ふれあいうづか」

　・射添小学校内 「ふれあいいそう」

　・小代地区公民館内「ふれあいおじろ（仮称）」

　※柴山、長井、射添、小代の各小学校区は新設

▼対象児童

　昼間、家庭に保護者などがいない小学生

　（障害のある児童は中学 3年生まで）

▼募集人数

　・スマイルかすみ…50人程度

　・ふれあいむらおか…30人程度

　・ふれあいうづか…30人程度

　・その他クラブ…各 10人程度

▼開設日

　月～土曜日

　（祝日、年末年始、お盆は除く）

▼開設時間

　小学校の終業時～ 18:00

　（土曜日および夏、冬、春休みは 8:00 ～ 18:00）

▼利用料

　小学生一人につき月額 7,000 円

　※おやつ代、保険料などは別途必要

▼申し込み方法

 　 　町教育委員会こども教育課、香住区中央公民

館、小代地区公民館にある入所申込書に必要事

項を記入し、1月 21 日（水）までに提出して

ください。

　※  期限後も申し込みを受け付けますが、入所条

件を満たさない場合や定員を超えた場合は、

入所をお断りすることがあります。

　放課後児童クラブで

は、保護者などが仕事で

昼間家庭にいない小学

生をお預かりし、遊びや

自習などを通して、安心

で楽しい時間を送れる

ようにしています。

パブリックコメントを募集
現在策定中の 2計画について

●問い合わせ先　①…役場健康課、②…役場福祉課

　現在策定中の次の 2計画（案）について、町民の皆さん

のご意見やご提案（パブリックコメント）を募集します。

■計画（案）の名称

　①香美町新型インフルエンザ等対策行動計画（案）

　②香美町高齢者福祉計画・香美町介護保険事業計画（案）

■募集期間（①、②いずれも）

　1月 8日（木）～ 2月 6日（金）

■閲覧場所

　①役場健康課または各地域局

　②役場福祉課または各地域局

　※閲覧時間は平日の 8:30 ～ 17:15

　※町ＨＰでも閲覧可能

■提出方法（①、②いずれも）

　 　様式は特に問いません。

　 　必要事項（住所、氏名（団体の場合は、主たる事務所

の所在地、名称および代表者の氏名）、電話番号）を記

入の上、計画（案）に対するご意見、ご提案を記載して、

郵送、FAX、電子メール、持参のいずれかの方法で提出

してください。

■提出時の注意事項（①、②いずれも）

　 　住所、氏名などの必要事項は必ず記入してください。

未記入の場合、ご意見やご提案として取り扱わないこと

があります。

　　また、電話や口頭では受け付けません。

■提出先

　・郵送の場合

　　①役場健康課 宛、②役場福祉課 宛

　・FAXの場合

　　①、②いずれも 0796・36・3809

　・電子メールの場合

　　① kenkou@town.mikata-kami.lg.jp

　　② fukushi@town.mikata-kami.lg.jp

　・持参の場合

　　①役場健康課または各地域局

　　②役場福祉課または各地域局

■ご意見やご提案の取り扱い

　 　皆さんからご提出いただいたご意見やご提案は、計画

への反映について検討させていただきます。

　 　なお、ご意見やご提案の内容、検討結果については、

後日、町ＨＰで公表します（住所、氏名などの個人情報

は公表しません）。
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骨
、
関
節
、
筋
肉
、
神
経
な
ど
体
を
支
え
た
り
自

由
に
動
か
し
た
り
す
る
「
運
動
器
」。
こ
れ
ら
が
加

齢
と
と
も
に
衰
え
、
要
介
護
や
寝
た
き
り
に
な
る
危

険
性
が
高
く
な
る
こ
と
を
「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
」（
ロ
コ
モ
）
と
い
い
ま
す
。

　

ロ
コ
モ
を
予
防
し
て
、
若
い
う
ち
か
ら
の
介
護
予

防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ロ
コ
モ
予
防
の
重
要
性
っ
て
？

ロ
コ
モ
は
高
齢
者
だ
け
？

今
日
か
ら
ロ
コ
モ
予
防
を
！

　

平
成
22
年
に
厚
生
労
働
省
が
行
っ
た
国
民

生
活
基
礎
調
査
に
よ
る
と
、
要
介
護
と
な
る

主
な
原
因
と
し
て「
脳
血
管
疾
患
」「
認
知
症
」

「
高
齢
に
よ
る
衰
弱
」に
次
い
で「
関
節
疾
患
」

と
「
転
倒
・
骨
折
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
の
本
町
に
お
け
る
介
護
保
険
認

定
申
請
者
（
75
歳
以
上
）
の
原
因
疾
患
の
第

２
位
が
「
転
倒
・
骨
折
」
で
す
。

　

高
齢
化
社
会
の
現
在
、
ロ
コ
モ
を
予
防
す

る
こ
と
は
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
い
つ
ま

で
も
自
分
ら
し
く
生
き
生
き
と
毎
日
を
過
ご

す
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
か
ら
ロ

コ
モ
の
危
険
性
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。
左

の
「
７
つ
の
ロ
コ
チ
ェ
ッ
ク
」
で
思
い
当
た

る
こ
と
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

い
い
え
、
違
い
ま
す
。

　

確
か
に
加
齢
は
ロ
コ
モ
要
因
の
一
つ
で
す

が
、
そ
れ
以
外
に
も
生
活
習
慣
、
運
動
不
足
、

食
習
慣
の
乱
れ
、
肥
満
な
ど
多
く
の
要
因
が

あ
り
ま
す
。

　

骨
や
筋
肉
は
適
度
な
運
動
に
よ
っ
て
維
持

さ
れ
ま
す
が
、
加
齢
に
加
え
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
が
重
な
り
、
男
女
と
も
40
歳
代
か
ら
体
力

の
低
下
が
始
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
骨
粗
し
ょ

う
症
や
変
形
性
関
節
症
も
こ
の
年
代
か
ら
増

え
て
き
ま
す
。

　

加
齢
と
と
も
に
誰
で
も
ロ
コ
モ
は
避
け
て

通
れ
ま
せ
ん
が
、
進
行
さ
せ
ず
上
手
に
付
き

合
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
若
い
う
ち
か
ら
予

防
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ロ
コ
モ
予
防
に
は
①
早
期
診
断
と
早
期
治

療
②
「
骨
」
と
「
筋
肉
」
を
強
く
す
る
食
生

活
③
ロ
コ
ト
レ
―
―
の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。

①
早
期
診
断
と
早
期
治
療

　

 　

「
腰
や
膝
が
痛
い
」
な
ど
の
症
状
が
あ

る
場
合
は
「
年
だ
か
ら
」
と
放
置
せ
ず
に

医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

②
骨
と
筋
肉
を
強
く
す
る
食
生
活

　

 　

カ
ル
シ
ウ
ム
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
・
Ｋ
が
含

ま
れ
る
乳
製
品
や
海
藻
、
タ
ン
パ
ク
質
を

多
く
含
む
肉
や
魚
、
大
豆
製
品
を
と
り
ま

し
ょ
う
。

③
ロ
コ
ト
レ

　

▼
片
足
立
ち
（
バ
ラ
ン
ス
能
力
強
化
）

　

 　

左
右
１
分
間
ず
つ
１
日
３
回
、
床
に
つ

か
な
い
程
度
に
片
足
を
上
げ
ま
す
。
転
倒

防
止
の
た
め
、
何
か
に
つ
か
ま
っ
て
行
い

ま
し
ょ
う
。

　

▼
ス
ク
ワ
ッ
ト
（
下
肢
の
筋
力
強
化
）

　

 　

膝
の
角
度
が
90
度
を
超
え
な
い
よ
う
に
、

深
呼
吸
を
す
る
ペ
ー
ス
で
５
〜
６
回
程
度

繰
り
返
し
ま
し
ょ
う
。
椅
子
に
腰
か
け
る

よ
う
に
、
膝
が
つ
ま
先
か
ら
出
な
い
よ
う

に
行
い
ま
し
ょ
う
。

けけ
んん

ここ
うう広

場
広
場

い
つ
ま
で
も
自
分
の
足
で
歩
く
た
め
に
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜 

ロ
コ
モ
予
防
で
介
護
予
防
〜 

□片足立ちで靴下がはけない

□ 家の中でつまづいたり滑ったり

する

□ 階段を上がるのに手すりが必要

となる

□ 家のやや重い仕事（掃除機の使

用や布団の上げ下ろしなど）が

困難である

□  2㎏程度（1ℓの牛乳パック 2

本程度）の買い物をすると、持

ち帰るのが困難である

□  15 分程度続けて歩くことがで

きない

□ 横断歩道を青信号で渡りきるこ

とができない

ロコチェック
あなたは大丈夫？

一つでも当てはまれば『ロコモ』の

心配があります。今日からロコモ予

防を始めましょう！

（公社）日本整形外科学会「ロコチェック」を引用
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…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

　ごみ収集の現場で実際にあった不適正ご

みの実例を挙げながら、皆さんに正しい分

別について学んでいただくこのコーナー。

３回目は「紙製容器包装」です。

こんな出し方していませんか？

不適正ごみの実例不適正ごみの実例
③紙製容器包装編

⇒ 新聞、雑誌、ダンボールは品目
ごとに分けた後、ひもで十文字
に縛って、「古紙類」に出してく
ださい。

　 またコピー用紙、封筒、カレン
ダーなどはひもで束ねるか、紙
袋に入れて、同様に「古紙類」
で出してください。

① 新聞や雑誌などが混ざって

いる

⇒ 牛乳パックなどの紙
パックは水ですすぎ、
切り開いた後、ひも
で束ねて「古紙類」
で出してください。

② 牛乳パックが混ざっ

ている

⇒ 写真やティッシュ、
レシートなどの紙く
ずは資源として収集
しないので、「燃やす
ごみ」で出してくだ
さい。

③ 紙くずなどが混ざっ

ている

①
③

②

▼「紙製容器包装」であることを確認する。

　・　 マークが目印です。

　・ 商品を入れていた「容器」や商品を包んでいた「包装」で、

紙製のものが対象（ダンボール、紙パックを除く）です。

▼中身を完全に使い切り、汚れを落とす。

▼ 無料配布の「紙製容器包装袋（紫色）」に入れる。

▼ 古紙類（新聞、雑誌、ダンボールなど）と同じ集積場所

に出す。

　※ 各区・自治会（区）で決められた集積場所をご確認ください。

■出す時のポイント

　賢い消費者になりましょう！

消 生 活費 相談

～ キャッシュレスは便利だけど…（Part1） ～～～～～～～～～～～～～～ キキキキキキキキキキキキキキャャャャャャャャャャャャャャャッッッッッッッッッッッッッッッシシシシシシシシシシシシシシシュュュュュュュュュュュュュュレレレレレレレレレレレレレレレスススススススススススススススははははははははははははははは便便便便便便便便便便便便利利利利利利利利利利利利利利だだだだだだだだだだだだだだだけけけけけけけけけけけけけけどどどどどどどどどどどどどど……（（（（（（（（（（（（（PPPPPPPPaaaaaaaarrrrrrtttttttt111111））））））））））） ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ キキキキキキキキキキキキキキャャャャャャャャャャャャャャャッッッッッッッッッッッッッッッシシシシシシシシシシシシシシシュュュュュュュュュュュュュュレレレレレレレレレレレレレレレスススススススススススススススははははははははははははははは便便便便便便便便便便便便利利利利利利利利利利利利利利だだだだだだだだだだだだだだだけけけけけけけけけけけけけけどどどどどどどどどどどどどど………………………………（（（（（（（（（（（（（PPPPPPPPaaaaaaaaaaaaarrrrrrrrrtttttttttttt1111111111111））））））））））））） ～～～～～～～～～～～～～～～
　買い物をする際、現金を持ち歩かず

にクレジットカードやスマートフォン

などで支払いができる「キャッシュレ

ス（電子）決済」は、その便利さから

多くの人が利用しています。

　【事例】

　 　ある日、クレジットカード会社か

ら身に覚えのない請求書が届いた。

　 　請求書に記載された住所や氏名は

私のものに間違いないのだが、カー

ドは作ってないし持ってもいない。

間違いではないのか。

【ひとことアドバイス】

◇ クレジットカード作成時の審査が簡

単なため、第三者が名義を悪用し、

本人に成りすまして作成。ある日突

然、支払請求書が送られるといった

トラブルが相次いでいます。

◇ 自分は使用していなくても、家族が

使用していたケースなどもあります。

◇ クレジットカードでの買い物は、代

金を後で支払う（後払いする）だけ

で、実際は借金しているのと同じで

す。

◇ クレジットカードの管理は普段から

しっかり行い、利用明細書は毎月必

ずチェックしましょう。

◇ 事例のような場合は、カード会社に

調査を依頼しましょう。

相談は
　こちらへ…

役場消費生活相談窓口（町民課内）　℡ 0796・36・1941（直通）たじま消費者ホットライン　℡ 0796・23・1999※相談無料で秘密は厳守 !!

こんな
とき、どうする？
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断
崖
に
波
立
ち
上
が
る
冬
岬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
田 

美
代
子

灯
台
守
の
官
舎
の
跡
や
野
菊
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
西 

政
枝

干
柿
に
染
ま
る
窓
辺
の
岬
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
川 

サ
ヨ
子

灯
台
は
船
の
守
護
神
小
鳥
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
端 

静
子

冬
怒
涛
人
遠
ざ
け
る
岬
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
柴 

光
代

語
り
部
も
老
い
た
る
岬
秋
深
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駒
居 

君
香

村
の
上
に
平
家
の
墓
地
や
照
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋 

二
三
子

鳥
渡
る
平
家
岬
の
大
落
暉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
脇 

政
江

岬
鼻
吹
か
れ
し
ま
ま
に
紅
葉
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長 

扶
微
子

分
校
の
窓
に
そ
よ
ぎ
し
秋
桜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川 

喜
美

分
校
よ
り
生
徒
飛
び
出
す
な
つ
め
の
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
田 

恵
津
子

灯
台
は
孤
独
な
る
場
所
花
ら
っ
き
ょ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
瀬 

美
智
子

平
家
蕪
太
る
岬
や
冬
怒
涛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
田 

淳
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
掲
載
は
氏
名
の
五
十
音
順
）

◆
定
例
会　

（
香
住
文
化
会
館
）

　

４
〜
10
月　

毎
月
第
一
土
曜
日　

午
後
１
〜
４
時

　

11
〜
３
月　

毎
月
第
一
火
曜
日　

午
後
１
〜
４
時

文 芸 か み文 芸 か み
真真
ま さ ごま さ ご

砂砂俳句会俳句会
御崎吟行句御崎吟行句

 おめでとうございます

町内から表彰受賞者がありました
（順不同・敬称略）

兵庫県技能顕功賞

　大田 實（石彫工、香住区小原）

　中村庄一（杜氏、村岡区寺河内）

兵庫県水産賞

　（沿岸漁業の振興と漁協経営の安定化への貢献）

　安達岩男（香住区上計）

入札参加資格審査申請
追加受け付け

●問い合わせ先　北但行政事務組合　℡ 0796・24・5504

　平成 27 年度に北但行政事務組合

の行う入札に参加を希望する業者は、

入札参加資格審査申請書（指名願）

を提出してください。

　なお、すでに平成 26 年度の入札

参加資格者名簿に登載されている業

者は、今回あらためて提出する必要

はありません（平成 26 ～ 27 年度の

2ヵ年有効なため）。

　審査の結果、入札参加資格を有すると認められた業者

は同組合の入札参加資格者名簿に登載しますが、これに

より必ず入札への参加が約束されるものではありません

のでご注意ください。

受付対象業者

　・ 建設工事、測量・建設コンサルタントなどの業務、

物品製造などの入札に参加希望の業者

　・物品納入や役務の提供などの取引を希望する業者

入札参加資格の有効期限

　平成 28年 3月 31 日

申請書の受付期間　

　2月 10日（火）～３月 10日（火）（必着・郵送可）

申請書の様式など

　 　申請書の様式や提出要領は、同組合事務所窓口で

配付しているほか、同組合ＨＰ（http://www.hokutan.

jp/）からも入手できます。

申請書の提出先

　〒 668-0033

　　豊岡市中央町 2-4　北但行政事務組合 総務課
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求人情報
詳細はハローワークにおたずねください

（平成 26年 12 月 12 日現在、順不同）

●問い合わせ先　ハローワーク香住　　　℡ 0796・36・0137

こんにちは、赤ちゃん

※ このコーナーは、先月（11/21 ～ 12/14）の届出分の内、承諾
を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

お悔やみ申し上げます

※ このコーナーは、先月（11/21 ～ 12/14）の届出分の内、承諾
を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
旧
年
中
は
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
指
導
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
ま
た
取
材
や
編
集
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
こ
の
場
を

借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
▼
今
年
の
干
支

は
「
未
（
ヒ
ツ
ジ
）」。
性
格
が
温
厚
で
群
れ

を
成
し
て
行
動
す
る
こ
と
か
ら
、
平
穏
や
安

心
、
賑
わ
い
の
象
徴
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
香

美
町
が
誕
生
し
て
10
周
年
を
迎
え
た
今
年
、

ヒ
ツ
ジ
に
あ
や
か
り
、
皆
さ
ん
が
何
事
も
な

く
安
心
し
て
生
活
で
き
、
明
る
く
賑
わ
い
の

あ
る
一
年
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。
▼
取
材
な
ど
を
通
し
て
巡
り
合
っ
た
多

く
の
素
敵
な
笑
顔
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
今
年
も
鋭
意
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
の
で
「
広
報
ふ
る
さ
と
香
美
」
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
み
う
ら
）

記
後

編
集

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

写真でつづる
まちのできごと

Photo News

特
産
「
自じ

ね

ん

じ

ょ

然
薯
」
に
舌
鼓
！

　

村
岡
区
内
で
収
穫
の
最
盛
期
を
迎
え
た
自
然
薯
。
こ
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

「
自
然
薯
ま
つ
り
」
が
昨
年
11
月
30
日
、
道
の
駅
村
岡
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ

ン
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

祭
り
は
毎
年
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
、
独
特
の
風
味
と
粘
り
で
定
評
の
あ

る
自
然
薯
の
美
味
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
、
栽
培
普
及
や
販
売
促
進
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
狙
い
。
生
産
農
家
が
持
ち
込
ん
だ
自
然
薯
が
市
場
よ
り
安
く
販

売
さ
れ
、
来
場
者
は
大
き
さ
や
色
を
品
定
め
し
な
が
ら
買
い
求
め
て
い
ま

し
た
。

　

１
人
２
５
０
ｇ
の
細
長
い
自
然
薯
を
折
ら
な
い
よ
う
に
す
り
お
ろ
し
、

そ
の
タ
イ
ム
を
競
う
「
全
日
本
自
然
薯
す
り
お
ろ
し
競
争
」
に
は
10
人
が

エ
ン
ト
リ
ー
。
上
位
３
人
ま
で
に
自
然
薯
が
贈
ら
れ
る
と
あ
っ
て
、
参
加

者
は
真
剣
な
顔
つ
き
で
挑
戦
。
し
か
し
、
ぬ
る
ぬ
る
と
滑
っ
て
思
う
よ
う

に
す
り
お
ろ
せ
な
い
様
子
に
、
会
場
か
ら
は
拍
手
や
笑
い
声
も
。
優
勝
し

た
井
上
洋
平
さ
ん
（
豊
岡
市
）
は
「
自
信

は
あ
り
ま
し
た
。
自
分
で
す
り
お
ろ
し
た

自
然
薯
の
み
そ
汁
は
格
別
で
す
」
と
笑
顔

で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
競
争
で
す
り
お
ろ
さ
れ
た

自
然
薯
と
矢
田
川
み
そ
で
仕
立
て
ら
れ
た

み
そ
汁
が
無
料
で
振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、

県
の
小
規
模
集
落
活
性
化
事
業
の
一
環
と

し
て
特
産
物
開
発
を
行
っ
て
い
る
丸
味
区

が
「
み
ょ
う
が
寿
司
」
を
限
定
50
食
で
販

売
。
来
場
者
は
素
朴
な
風
味
を
持
つ
地
元

の
味
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

自
然
薯
ま
つ
り
（
11
月
30
日
、
道
の
駅 

村
岡
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
）

カ
ニ
尽
く
し
の
１
日
！

　

シ
ー
ズ
ン
が
到
来
し
た
松
葉

ガ
ニ
（
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
雄
）
を
Ｐ
Ｒ

す
る
「
第
32
回
か
す
み
カ
ニ
場

ま
つ
り
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）

が
昨
年
11
月
22
日
、
香
住
漁
港
西

港
で
行
わ
れ
、
来
場
者
は
水
揚
げ

さ
れ
た
ば
か
り
の
新
鮮
な
松
葉

ガ
ニ
な
ど
を
買
い
求
め
た
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
カ
ニ
料
理
に
舌
鼓
を

打
っ
た
り
と
、
冬
の
味
覚
の
王
者

を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
町
内
外
か
ら
約
２

万
５
千
人
が
来
場
。
焼
き
ガ
ニ
や

カ
ニ
雑
炊
の
無
料
振
る
舞
い
に

は
長
蛇
の
列
が
で
き
た
ほ
か
、
松

葉
ガ
ニ
や
セ
コ
ガ
ニ
（
ズ
ワ
イ
ガ

ニ
雌
）
な
ど
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
値
引
き
を
求
め
る
客
と
販
売
員
と
の
間
で
威
勢
の
い
い
や
り
取
り
が

交
わ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
上
で
行
わ
れ
た
名
物
イ
ベ
ン
ト
「
カ
ニ
す
き
雑
炊
早
食

い
大
会
」
に
は
、
抽
選
で
選
ば
れ
た
30
人
が
出
場
。
６
人
ず
つ
５
組
に
分

か
れ
、
湯
気
が
上
が
る
あ
つ
あ
つ
の
雑
炊
を
３
分
間
の
制
限
時
間
で
い
か

に
早
く
食
べ
き
る
か
を
競
い
ま
し
た
。
舌
と
喉
を
冷
ま
す
こ
と
が
で
き
る

の
は
コ
ッ
プ
１
杯
の
水
だ
け
で
、
参
加
者
は
雑
炊
を
ぐ
る
ぐ
る
と
か
き
混

ぜ
た
り
、
ふ
う
ふ
う
と
息
を
吹
き
か
け
た
り
と
大
忙
し
。
優
勝
者
に
贈
ら

れ
る
松
葉
ガ
ニ
の
ボ
イ
ル
を
目
指
し
て
、
必
死
に
か
き
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

１
組
目
で
見
事
優
勝
し
た
植
田
浩
一
さ
ん
（
神
戸
市
西
区
）
の
タ
イ
ム

は
１
分
53
秒
。「
熱
く
て
食
べ
る
の
に
必
死
だ
っ
た
け
ど
、
と
っ
て
も
美

味
し
か
っ
た
」
と
満
足
げ
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

第
32
回
か
す
み
カ
ニ
場
ま
つ
り
（
11
月
22
日
、
香
住
漁
港
西
港
）

▲ 優勝商品の松葉ガニを目指して雑炊をかき込む参加者

▲ 自然薯を折らないように微妙な力加減をしながらすりおろす参加者
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耕
作
放
棄
地
の
有
効
活
用
を
学
ぶ
！

第
19
回
美
方
郡
農
山
漁
村
活
性
化
大
会
（
12
月
３
日
、
香
住
区
中
央
公
民
館
）

　

農
林
水
産
業
を
通
し
た
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
学
ぶ
「
美
方
郡
農
山
漁
村
活

性
化
大
会
」
が
昨
年
12
月
３
日
、
香
住
区
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
農

業
関
係
者
な
ど
が
参
加
し
、
事
例
発
表
や
講
演
を
通
し
て
、
耕
作
放
棄
地
や
里

山
な
ど
の
有
効
活
用
と
そ
れ
ら
を
生
か
し
た
地
域
活
性
化
の
可
能
性
に
つ
い
て

考
え
ま
し
た
。

　

香
美
・
新
温
泉
の
２
町
や
新
温
泉
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
つ
く
る

美
方
郡
農
業
改
良
普
及
事
業
推
進
協
議
会
が
中
心
と
な
っ
て
毎
年
開
催
し
て
い

て
、
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
進
め
よ
う
、
里
地
里
山
の
有
効
活
用
」。
同
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
と
、
平
成
24
年
度
に
お
け
る
美
方
郡
内
の
耕
作
放
棄
地
は
３
４
７
ha
で
、

こ
の
う
ち
農
地
へ
の
復
元
が
困
難
な
の
は
約
８
割
の
２
６
３
ha
に
上
る
と
の
こ

と
。
荒
廃
が
進
む
里
山
と
合
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
の
有
効
活
用
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

事
例
発
表
で
は
、
新
温
泉
町
の
丹た

ん

ど土
鶴つ

り
だ
に谷

放
牧
組
合
の
田
中 
信

ま
こ
と

組
合
長
が

但
馬
牛
の
放
牧
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
解
消
を
、
株
式
会
社
マ
ッ
ク
ア
ー
ス
お

じ
ろ
ス
キ
ー
場
の
黒く

ろ

ご

う

し

厚
子
富と

み
よ
し義

総
支
配
人
が
、
夏
場
の
ス
キ
ー
場
を
活
用
し
よ

う
と
昨
年
開
園
し
た
小
代
ひ
ま
わ
り

パ
ー
ク
の
様
子
を
、
そ
れ
ぞ
れ
紹
介

し
ま
し
た
。

　

ま
た
講
演
で
は
、
近
畿
中
国
四
国

農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
の
高
橋
佳
孝
専

門
員
が
「
地
域
資
源
を
活
か
し
た
新

し
い
視
点
で
の
和
牛
放
牧
戦
略
」
と

題
し
、
全
国
に
先
駆
け
て
耕
作
放
棄

地
で
の
水
田
放
牧
を
始
め
た
山
口
県

の
事
例
な
ど
を
発
表
。「
耕
畜
連
携

か
ら
一
歩
進
み
、
観
光
・
都
市
交
流

な
ど
に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
、
地
域

の
理
解
と
協
力
が
必
要
」
と
語
り
ま

し
た
。

つ
か
み
取
り
や
新
鮮
な
海
産
物
で
大
賑
わ
い
！

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
で

給
食
配
送
車
を
更
新
！

　

香
住
の
水
産
物
の
販
売
促
進
を
目
指
し
て
行

わ
れ
て
い
る
「
大
漁
か
に
ま
つ
り
」（
但
馬
漁

業
協
同
組
合
主
催
）
が
昨
年
12
月
７
日
、
同
組

合
の
直
販
店
・
遊
魚
館
近
く
の
上
屋
で
行
わ
れ
、

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
５
回
目
を
迎
え
る
同
ま
つ
り
。
松
葉
ガ
ニ
や
香
住

ガ
ニ
を
格
安
で
販
売
す
る
ほ
か
、
そ
の
場
で
サ
ザ
エ
や
白
バ

イ
、
白
イ
カ
な
ど
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
「
浜
焼
き
」
や

焼
き
ち
く
わ
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
な
ど
、
新
鮮
な
海
の
幸
が

盛
り
だ
く
さ
ん
。
ま
た
名
物
コ
ー
ナ
ー
の
セ
コ
ガ
ニ
の
つ
か

み
取
り
に
は
順
番
待
ち
の
列
が
。
１
匹
で
も
多
く
セ
コ
ガ
ニ

を
引
き
上
げ
よ
う
と
、
腕
ま
く
り
を
し
た
参
加
者
は
海
水
の

冷
た
さ
に
耐
え
な
が
ら
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

　

服
が
ぬ
れ
る
の
も
お
構
い
な
し
で
、
豪
快
に
水
槽
の
セ
コ

ガ
ニ
を
追
い
回
す
参
加
者
が
い
る
中
、
三
木
市
か
ら
家
族
連

れ
で
訪
れ
た
住
吉
隆
之
さ
ん
は
、
夫
妻
で
計
15
匹
を
獲
得
。

「
水
は
冷
た
か
っ
た
け
ど
、
な
ん
と
か
６
匹
を
引
き
上
げ
ま

し
た
。
妻
に
は
負
け
ま
し
た
け
ど
ね
」と
少
し
苦
笑
い
。「
自

宅
で
セ
コ
汁
に
し
て
味
わ
い
ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

「
日
本
一
の
ふ
る
さ
と
給
食
」
の
推
進
を
掲
げ
る
本
町
で
、
そ
の
拠

点
施
設
と
し
て
昨
年
３
月
に
完
成
、
村
岡
区
内
の
子
ど
も
た
ち
に
給
食

を
提
供
し
て
い
る
村
岡
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
。
そ
こ
で
作
ら
れ
た
給
食

を
子
ど
も
た
ち
に
届
け
る
配
送
車
が
、（
公
財
）
兵
庫
県
市
町
村
振
興

協
会
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
を
利
用
し
て
更
新
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
普
及
・
宣
伝
に
資
す
る
事
業
で
、
か
つ
社

会
福
祉
、
社
会
教
育
・
青
少
年
育
成
な
ど
に
寄
与
す
る
と
認
め
ら
れ
る

も
の
に
対
し
て
助
成
を
す
る
も
の
で
す
。

　

新
し
く
な
っ
た
配
送
車
「
こ
ば
と
」
は
、
ふ
る
さ
と
の
食
材
に
こ
だ

わ
り
、
調
理
員
の
皆
さ
ん
が
ま
ご
こ
ろ
込
め
て
作
っ
た
安
全
・
安
心
な

給
食
を
、
今
日
も
笑
顔
で
待
つ
子
ど
も
た
ち
に
届
け
て
い
ま
す
。

大
漁
か
に
ま
つ
り
（
12
月
７
日
、
但
馬
漁
業
協
同
組
合
「
遊
魚
館
」
近
く
の
上
屋
）

▲ 更新された給食配送車「こばと」

▲ 地域への貢献活動として、夏場のスキー場の活用を模索していると

説明する黒厚子総支配人

▲ 水槽からセコガニを引き上げる参加者
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課

この「広報ふるさと香美」は、自然環境を考えてソイ（大豆油）インキ、再生紙を使用しています。

役場各課など
主な施設の連絡先

〒
669 -6592　

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
香
住
870の

１

TEL 0796・
36 ・

1111　
FAX 0796・

36・
3809

電
子
メ
ー
ル
　
info@town.mikata-kami.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
http://www.town.mikata-kami.lg.jp

役場本庁舎　　36・1111( 代表 )

　総　務　課　36・1111

　財　政　課　36・1942

　企　画　課　36・1962

　税　務　課　36・1113

　会　計　課　36・4321

　町　民　課　36・1110

　  消費生活相談　36・1941

　健　康　課　36・1114

　福　祉　課　36・1964

　農林水産課　36・0846

　観光商工課　36・3355

　建　設　課　36・1961

　上下水道課　36・0420

　議会事務局　36・1963

村岡地域局　　94・0321( 代表 )

小代地域局　　97・3111( 代表 )

町教育委員会　94・0101

　香住区中央公民館

　　（香住区生涯学習センター）

　　　　　　　36・3764

　村岡区中央公民館

　　　　　　　98・1366

　小代地区公民館

　　（小代区地域連携センター）

　　　　　　　97・3966

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住文化会館　36・1026

香住老人福祉センター36・5008

村岡老人福祉センター98・1000

小代高齢者生活支援センター97・2202

（すべての施設の市外局番：0796）

ふ
る
さ
と
香
美
（
第
118

号
）
平
成
27
年
1
月
8
日
発
行

発
行
／
兵
庫
県
香
美
町
　
企
画
編
集
／
企
画
課

まちのうごき

（平成 26 年 12 月 1 日現在）

合　計　19,473 人（－  24）

　男　　 9,295 人（－  17）

　女　　10,178 人（－   7）

世帯数  6,732 世帯（＋   3）

カッコ内は前月比

第
49
回

ま
し
ょ
う
。

　

高
さ
は
約
２
ｍ
、
町
内
の
五
輪
塔
の
中
で
も
大
型
の
部
類

に
入
り
ま
す
。
五
輪
と
い
う
名
前
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
台

座
の
上
に
５
つ
の
石
が
乗
っ
て
い
て
、
上
か
ら
順
に
、
空く

う

り

ん輪

（
宝ほ

う

じ

ゅ珠
形
＝
玉
ね
ぎ
の
よ
う
な
形
）、
風ふ

う

り

ん輪
（
半
円
形
＝
お

椀
の
よ
う
な
形
）、
火か

り

ん輪
（
三
角
形
＝
屋
根
の
よ
う
な
形
）、

水す

い

り

ん輪
（
円
形
＝
餅
の
よ
う
な
形
）、
地ち

り

ん輪
（
方
形
＝
豆
腐
の

よ
う
な
形
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

「
物
質
世
界
は
５
つ
の
要
素
で
構
成
さ
れ
て
い
る
」
と
い

う
世
界
観
を
仏
教
は
持
っ
て
い
ま
す
。
五
輪
の
形
「
宝
珠
、

半
円
、
三
角
形
、
円
形
、
方
形
」
や
呼
び
名
「
空
・
風
・
火

・
水
・
地
」
は
そ
の
５
大
要
素
を
象
徴
し
て
い
て
、
す
べ
て

の
石
の
四
面
に
も
そ
う
し
た
意
味
を
持
つ
梵ぼ

ん

じ字
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
「
地
輪
」
に
は
梵
字
の
他
に
浅
く
文

字
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

勧か

ん

じ

ん進
沙し

ゃ

も

ん門
慶け

い

せ

い成
律り

っ

し師　

大だ

い

く工
宗そ

う

じ次

　

文ぶ

ん

あ

ん安
元が

ん

ね

ん年
甲か

っ

し子
八は

ち

が

つ月　

時じ

し

ょ

う正
一い

ち

結
ゆ
い
し
ゅ
う衆　

敬け

い

は

く白

　

１
行
目
か
ら
、
五
輪
塔
を
建
立
す
る
に
あ
た
っ
て

寄
付
（
勧
進
）
を
募
っ
た
の
は
慶
成
と
い
う
僧
侶
（
律

師
）
だ
っ
た
こ
と
、
石
工
（
大
工
）
の
宗
次
と
い
う

職
人
が
製
作
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
２
行
目
か

ら
は
、今
か
ら
５
７
０
年
前
の
文
安
元
（
１
４
４
４
）

年
の
旧
暦
８
月
（
現
在
の
９
月
）
ご
ろ
に
建
立
さ
れ
た
ら
し

い
こ
と
、
彼
岸
（
時
正
）
の
供
養
と
し
て
人
々
（
衆
）
が
協

力
し
た
こ
と
な
ど
が
分
か
り
ま
す
。

　

こ
の
五
輪
塔
に
関
す
る
伝
承
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
由

縁
を
知
る
す
べ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
建
立
さ
れ
た
と
す

る
年
の
３
年
前
、
嘉
吉
元
（
１
４
４
１
）
年
に
播
磨
守
護
の

赤
松
満み

つ

す

け祐
が
室
町
幕
府
６
代
将
軍
で
あ
る
足
利
義よ

し

の

り教
を
暗
殺
、

そ
の
後
、
但
馬
守
護
の
山
名
持
豊
な
ど
に
討
伐
さ
れ
た
と
い

う
一
連
の
騒
乱
（
嘉か

き

つ吉
の
乱
）
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
世
の
乱
れ
、
そ
し
て
人
々
の
不
安
が
渦
巻
い
て

い
た
時
代
の
こ
と
、
五
輪
塔
に
は
「
平
穏
な
世
の
中
に
な
っ

て
欲
し
い
」
と
い
う
人
々
の
願
い
も
込
め
ら
れ
て
い
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

町
指
定
文
化
財
の
「
大
ケ
ヤ
キ
」（
本
誌
第
83
号
で
紹
介
）

が
あ
り
、
町
内
７
ヵ
所
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
「
三
番
叟
」
の

一
つ
が
奉
納
さ
れ
る
、
香
住
区
訓
谷
の
沖
野
神
社
。
そ
の
本

殿
後
ろ
の
岩
山
西
側
に
あ
る
の
が
、
今
回
ご
紹
介
す
る
県
指

定
文
化
財
「
石
造
五ご

り

ん

と

う

輪
塔
」（
昭
和
43
年
３
月
指
定
）
で
す
。

　

五
輪
塔
は
、
本
誌
第
80
号
で
ご
紹
介
し
た
香
住
区
小
原
の

遍
照
寺
に
あ
る
宝

ほ
う
き
ょ
う篋
印い

ん

と

う塔
と
同
じ
石
造
仏
塔
の
一
つ
で
、
一

般
に
平
安
時
代
末
期
か
ら
供
養
塔
や
墓
碑
塔
と
し
て
建
立
さ

れ
始
め
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
も
供
養
塔
と
し
て
建

立
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
お
墓
参
り
な
ど
の
際
に
皆
さ
ん
も

見
か
け
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
で
は
、
沖
野
神
社
近
く
に
あ
る
五
輪
塔
を
見
て
い
き

香
住
区
訓
谷 

沖
野
神
社
近
く
の

石
造
五ご

り

ん

と

う

輪
塔

県
指
定
文
化
財

▲林の中にたたずむ沖野神社近くの石造五輪塔


